アンドレー氏の規範収益課税論 by 松野 賢吾
商
業
と
經
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二
三
八
ア
ン
ド
レ
ー
氏
の
規
範
収
益
課
税
論
松
野
賢
吾
要
　
　
目
一
、
収
益
税
の
現
欺
と
ア
ン
ド
レ
ー
氏
の
所
論
二
、
ア
ン
ド
レ
ー
氏
の
規
範
収
益
課
税
論
1
．
、
所
得
並
に
財
産
へ
の
課
税
と
収
益
課
税
と
の
限
界
2
、
収
益
税
の
発
達
並
に
理
論
の
回
顧
3
　
収
益
税
の
将
来一
現
今
文
明
諸
国
に
行
は
る
ゝ
租
税
制
度
は
所
得
税
を
中
枢
と
し
、
之
を
収
盆
税
其
他
の
諸
税
を
以
て
補
完
す
る
を
通
常
と
す
る
。
ア
ン
ド
レ
ー
氏
は
所
得
税
を
以
て
租
税
大
系
の
中
枢
と
す
る
こ
と
に
極
力
反
封
し
、
是
に
代
ふ
る
に
資
本
収
益
税
を
以
て
す
る
こ
と
を
提
唱
す
る
も
の
で
あ
る
。
抑
力
救
急
税
は
最
も
古
き
租
税
の
一
に
し
て
、
其
創
設
の
薔
初
に
於
て
は
常
時
の
租
我
欺
悪
に
取
り
て
は
大
な
る
進
歩
を
示
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
乍
然
、
牧
盆
税
は
図
家
牧
入
を
増
加
す
る
に
必
要
な
る
仲
縮
牲
に
快
く
る
所
あ
り
、
完
全
な
る
牧
盆
査
定
の
困
難
は
税
租
負
擦
の
配
分
に
於
て
不
均
衡
な
る
結
果
を
粛
ら
さ
.
ざ
る
を
得
な
い
。
公
経
費
の
増
加
と
共
に
狙
税
牧
入
の
増
加
を
求
め
、
課
税
が
個
人
の
給
付
詑
力
に
従
つ
て
な
さ
る
』
↓
与
を
常
に
要
求
す
る
こ
と
大
と
な
り
し
時
代
に
於
て
は
牧
盆
税
は
殆
ん
ど
不
通
蛍
な
る
も
の
と
せ
ら
る
』
に
至
っ
た
。
斯
く
て
牧
盆
税
制
度
は
其
の
古
く
し
て
図
家
経
済
に
取
り
て
重
要
な
り
し
地
位
を
失
つ
に
。
郎
ち
所
得
税
を
中
枢
税
と
す
る
に
至
り
、
牧
盆
税
は
僅
か
に
之
を
補
完
税
た
ら
し
め
、
或
は
地
方
税
に
委
譲
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
獄
迩
に
於
て
は
牧
盆
税
は
一
九
二
O
年
以
来
之
を
州
に
委
譲
し
、
今
日
に
於
て
は
牧
盆
殺
は
各
州
に
於
け
る
最
も
主
た
る
租
税
牧
入
に
開
局
す
る
。
乍
然
t
此
場
合
と
雄
、
納
税
義
務
者
の
個
人
的
給
付
能
力
を
顧
慮
し
.
個
人
的
給
付
能
力
を
課
税
の
基
礎
と
す
る
こ
と
を
禁
じ
て
ゐ
る
。
印
ち
一
九
二
三
年
溺
逸
財
攻
均
衡
法
は
之
を
説
明
し
て
臼
く
「
個
人
的
給
付
能
力
の
考
慮
を
以
て
斯
税
賦
課
の
根
本
的
特
質
と
す
る
こ
と
は
許
さ
る
可
き
で
は
な
い
。
蓋
、
牧
盆
殺
は
給
付
反
封
給
付
の
考
慮
を
其
基
礎
と
す
べ
く
給
付
能
力
在
考
慮
に
入
る
』
時
は
所
得
税
に
封
抗
す
る
こ
と
』
な
り
、
牧
盆
税
の
債
値
を
減
却
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
。
二
三
の
撃
者
に
牧
盆
税
の
快
貼
を
問
は
ん
に
例
へ
ば
エ
l
ベ
ル
ヒ
は
日
ふ
「
牧
盆
課
税
の
快
貼
如
何
と
一
去
ふ
に
結
局
は
其
が
経
済
的
給
付
能
力
を
課
税
す
る
に
侠
陥
あ
る
に
存
す
る
。
従
っ
て
其
改
善
は
此
侠
ア
ン
ド
ν
l
兵
の
規
範
牧
盆
謀
説
諭
二
三
九
商
業
と
経
済
二
四
O
黙
を
除
き
、
平
均
牧
盆
に
代
ふ
る
に
主
と
し
て
資
際
所
得
を
基
礎
と
す
る
や
う
努
力
せ
ら
る
可
き
で
あ
る
。
此
の
改
善
に
は
三
個
の
方
法
が
存
す
る
。
郎
、
一
は
牧
盆
設
を
底
止
し
、
是
に
代
ふ
る
に
一
般
所
得
税
を
は
二
は
牧
盆
税
を
可
及
的
改
善
し
、
各
個
の
事
情
を
酪
酌
し
、
特
別
所
得
税
た
ら
し
む
る
こ
と
。
三
は
各
種
の
必
要
な
る
改
善
を
施
し
労
働
牧
盆
税
は
之
を
底
止
し
、
其
金
額
を
軽
減
せ
し
め
て
牧
盆
税
を
て
す
る
こ
と
。
確
定
所
得
に
封
す
る
租
税
と
し
て
存
続
せ
し
め
、
一
般
所
得
税
を
以
て
之
を
補
完
す
る
こ
と
是
で
あ
る
」
(
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レ
プ
ク
も
亦
牧
盆
税
の
短
所
を
皐
け
て
・
弐
の
加
く
説
明
す
る
。
印
ち
「
何
故
盆
税
は
其
本
質
上
租
税
主
鰻
の
経
済
的
基
礎
を
軽
視
す
る
。
換
言
す
れ
ば
斯
税
は
経
済
的
基
礎
を
事
責
に
於
て
計
量
せ
守
し
て
軍
に
想
像
す
る
に
過
ぎ
ぎ
る
が
故
に
牧
盆
税
は
給
付
能
力
に
従
ふ
課
税
の
素
朴
的
な
る
方
式
に
過
ぎ
な
い
。
租
税
正
義
の
要
求
家
族
朕
態
の
考
慮
.
最
低
生
活
費
の
発
除
の
如
、
ぎ
)
は
全
く
注
意
せ
ら
れ
中
、
叉
は
僅
か
に
不
完
全
に
考
慮
せ
ら
る
L
に
過
ぎ
な
い
。
且
叉
、
負
債
利
子
を
考
慮
せ
ざ
る
快
貼
が
存
す
る
。
同
種
々
な
る
牧
盆
範
時
は
種
々
な
る
牧
盆
机
伐
を
課
せ
ら
る
』
も
の
な
る
が
故
に
、
租
税
負
捲
大
と
な
る
に
従
ひ
牧
盆
小
な
り
と
考
ふ
る
所
の
各
生
産
部
門
の
針
抗
(
特
に
回
合
と
都
合
と
の
)
を
尖
鋭
化
し
、
不
均
衡
な
る
負
捻
を
生
守
る
危
険
が
存
す
る
。
旬
牧
盆
を
類
型
に
分
ち
て
牧
盆
税
を
課
す
る
時
は
各
経
管
の
牧
盆
種
類
は
多
く
な
り
て
、
牧
盆
類
型
を
著
し
く
分
化
す
る
か
、
然
ら
ざ
れ
ぱ
低
き
税
率
舎
前
提
と
す
る
こ
と
』
な
る
。
川
間
宮
施
せ
ら
る
h
牧
盆
税
が
軽
微
に
し
て
低
額
な
り
と
す
る
も
最
初
に
行
は
る
h
課
税
印
ち
、
或
程
の
牧
盆
類
型
特
に
地
租
(
喜
一
一
帳
化
)
に
於
け
る
が
如
き
租
税
容
鐙
の
整
備
に
は
大
な
る
経
費
を
要
す
る
で
あ
ら
う
。
放
に
最
初
の
課
税
に
於
て
は
出
来
る
丈
長
期
間
に
て
目
的
を
遼
せ
ん
と
す
る
事
と
な
る
。
乍
然
、
斯
く
す
る
と
き
は
其
聞
に
経
溶
事
情
の
幾
動
あ
り
て
租
税
義
務
者
の
利
金
叉
は
不
利
盆
に
縫
化
す
る
の
弊
害
を
生
宇
る
。
同
均
等
に
し
て
持
績
的
な
る
牧
入
・
申
告
供
す
る
の
長
所
の
存
す
る
と
共
に
.
牧
盆
税
は
租
税
仲
縮
性
の
要
求
を
充
足
す
る
ニ
と
不
充
分
た
る
の
短
所
を
有
す
る
」
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。
牧
盆
税
の
知
一
所
右
の
如
く
皐
け
ら
る
』
時
、
ア
ン
ド
レ
l
氏
は
敢
然
と
し
て
牧
盆
殺
を
以
て
租
税
大
系
の
中
瓶
と
な
し
、
所
得
税
に
代
へ
ん
事
を
提
唱
す
る
。
但
立
パ
牧
金
投
は
氏
の
所
謂
規
範
牧
盆
課
税
の
方
式
を
採
る
。
氏
の
所
前
規
範
牧
盆
(
Z
2自
己
2
5
b
と
は
一
定
の
生
産
部
門
に
於
て
相
蛍
と
見
倣
さ
れ
た
る
資
本
高
に
針
し
、
客
観
的
に
定
め
ら
れ
た
る
適
度
の
牧
盆
を
云
ふ
。
時
に
或
は
蛍
鍔
牧
盆
(
∞
o
一
7
F
5
5
な
る
文
字
が
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
。
従
っ
て
其
資
本
の
現
寅
牧
盆
(
E
'
F
g
b
 は
規
範
牧
盆
以
上
に
上
る
こ
と
あ
e
h
り
、
以
下
に
止
る
事
が
あ
る
。
課
税
は
規
範
牧
盆
に
封
し
て
銭
さ
れ
之
を
越
ゆ
る
現
寅
牧
盆
部
分
は
発
税
せ
ら
れ
、
叉
現
賀
状
盆
が
日
疋
に
達
せ
ざ
る
場
合
は
著
し
く
苛
酷
な
る
課
税
が
行
は
る
』
こ
と
h
な
る
。
斯
く
し
て
、
不
適
岱
に
投
下
せ
ら
れ
た
る
資
本
も
自
ら
有
利
な
る
投
資
に
醇
換
す
る
こ
と
h
な
り
、
図
民
経
済
上
資
本
の
調
節
を
遠
せ
し
む
る
を
得
る
と
鍔
す
の
で
あ
る
。
ア
シ
ド
r
ν
1
氏
の
規
範
牧
益
課
税
論
二
四
商
業
と
経
済
二
四
二
氏
の
規
範
牧
盆
裁
の
主
張
は
固
よ
り
種
々
の
難
貼
あ
る
を
発
か
れ
な
い
。
日
ハ
、
乍
然
近
時
所
得
税
に
封
し
て
図
民
経
演
的
見
地
よ
り
反
針
者
を
見
出
す
に
至
れ
る
事
は
又
限
か
な
事
寅
で
あ
る
。
ツ
チ
Jレ
も
課
税
に
於
て
著
し
く
国
民
経
湾
的
見
地
を
考
慮
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
に
。
印
、
彼
に
従
へ
ば
「
全
館
は
全
憾
の
目
標
、
目
的
、
並
に
是
等
よ
り
生
れ
出
る
所
の
共
同
需
要
と
個
健
の
目
標
.
目
的
並
に
是
等
よ
り
成
長
す
る
所
の
個
人
需
要
と
を
調
和
し
.
雨
者
の
重
要
性
に
均
衡
を
奥
ふ
る
も
の
で
あ
る
。
」
故
に
図
家
経
済
は
未
、
た
充
足
せ
ら
れ
ぎ
る
所
の
、
よ
り
重
要
な
る
共
同
需
要
の
上
に
其
充
足
手
段
を
環
ら
す
匁
に
」
国
民
経
消
の
重
要
な
ら
ざ
る
需
要
よ
り
其
充
足
手
段
、
を
奪
ひ
取
る
の
で
あ
る
o
u
 与
え
円
但
本
稿
は
可
-
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に
探
る
」
。
さ
れ
ば
所
得
の
大
(
k
J
・
月
一
{
の
三
日
叶
7
0
)
H
t
p
凶
円
∞
宮
山
ダ
三
円
マ
さ
は
租
税
の
決
定
的
標
準
た
り
得
ざ
る
も
の
と
云
ふ
事
と
な
る
σ
若
し
所
得
が
個
人
需
要
充
足
に
の
み
役
立
つ
も
の
な
る
時
は
所
得
の
大
さ
は
課
税
の
決
定
的
標
準
と
な
り
得
る
。
乍
然
.
所
得
は
資
本
形
成
に
役
立
つ
も
の
に
し
て
、
資
本
形
成
は
大
な
る
壮
合
的
立
義
を
有
す
る
も
の
な
る
が
故
に
、
資
本
形
成
を
妨
戸
、
る
が
如
、
ぎ
偽
り
に
過
度
の
租
税
系
唯
一
は
不
可
で
あ
り
、
少
く
共
資
本
形
成
に
役
立
つ
所
の
所
得
部
分
は
課
務
上
別
個
に
取
扱
ふ
べ
き
で
あ
ろ
(
句
・
]
戸
内
。
E
Z『ご
h
f
D
・
O
・
∞
・
∞
印
)
。
税
が
経
溌
攻
策
上
建
設
的
な
ら
ざ
る
を
愛
ふ
る
は
憶
か
に
傾
誌
に
値
す
る
。
此
黙
に
於
て
ア
ン
ド
レ
l
氏
が
所
得
氏
は
租
税
を
以
て
「
経
済
的
給
付
能
力
増
進
の
鍔
の
給
付
」
た
ら
し
め
ん
と
す
る
の
で
あ
る
の
本
稿
は
氏
の
論
文
「
経
済
政
策
的
見
地
に
於
け
る
牧
盆
課
税
の
賂
・
米
」
ハ
ロ
一
o
N
口百ロコ己
q
p
g
m
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間
ω
Z
E叶
coo-、
m
o
g
門戸∞の
F
E
N
-
ロ
・
戸
】
定
∞
)
に
嫁
り
て
氏
の
懐
持
す
る
牧
盆
税
論
の
大
要
を
紹
介
せ
る
も
の
で
あ
る
。
右
の
論
文
は
牧
盆
放
の
勝
来
な
る
表
題
を
附
し
て
ゐ
る
け
れ
共
回
よ
り
消
防
ι
一
一
日
守
試
み
た
る
も
の
で
は
な
く
、
牧
盆
税
の
本
質
上
勝
来
設
展
の
可
能
性
を
討
究
せ
る
も
の
で
あ
る
。
郎
、
一
は
歴
史
的
観
察
、
二
は
理
論
的
試
み
此
の
二
方
面
よ
り
の
観
察
に
採
り
て
獲
得
せ
ら
れ
た
る
牧
盆
視
の
本
質
に
依
り
て
、
此
租
税
氏
は
之
を
二
方
面
よ
り
論
述
し
て
ゐ
る
。
是
で
あ
る
。
方
式
の
将
来
の
可
能
性
在
者
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
σ
b
ト
』-一u
ア
ン
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に
は
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と
し
て
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勺
が
あ
ろ
o
勿
論
氏
の
租
税
に
闘
す
る
入
ぷ
思
考
た
伺
ふ
に
は
妾
照
4
必
要
す
あ
。
向
氏
の
課
税
理
論
た
分
析
批
評
ぜ
ろ
も
の
に
花
戸
龍
撤
兵
「
祈
課
税
原
阜
設
と
其
批
評
」
ハ
図
民
経
済
雑
誌
第
五
十
三
谷
第
四
披
並
に
第
六
披
〉
が
わ
4
0
0
 
本
稿
日
殆
ん
ど
お
ら
前
記
論
文
に
掠
り
て
紹
介
し
土
も
の
で
あ
る
。
読
者
誌
之
。
ω政
盆
と
所
犯
と
め
限
界
並
び
に
所
作
と
財
産
と
の
限
界
は
明
確
な
ら
ざ
る
も
の
が
存
す
る
。
司
じ
な
子
』
E
A↑「
三
者
は
経
済
活
動
の
過
程
に
従
っ
て
常
に
相
互
に
移
り
縫
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
其
概
念
を
別
個
に
プ
シ
ド
v
l
氏
の
規
範
収
益
課
税
論
二
四
三
商
業
と
経
済
二
四
四
分
離
す
る
程
の
確
貫
性
を
以
て
捕
捉
す
る
ニ
と
は
困
難
で
あ
る
。
特
に
牧
盆
と
所
得
と
の
概
念
に
於
て
然
り
で
あ
る
oe
他
方
じ
於
て
課
税
は
牧
金
が
所
得
に
鑓
化
じ
、
来
所
得
が
財
産
に
凶
変
化
す
る
に
際
し
、
多
少
任
意
の
場
所
に
於
て
関
奥
し
来
る
も
の
で
あ
る
。
財
攻
路
一
e
並
に
財
攻
の
賢
際
に
取
り
て
快
く
を
得
ざ
る
概
念
た
る
牧
盆
、
所
得
並
に
財
産
は
等
し
く
経
済
的
現
象
た
る
貼
に
於
て
相
同
じ
く
、
殊
に
所
得
税
の
分
離
は
質
際
上
行
は
る
h
事
可
能
で
あ
る
が
、
反
之
.
財
産
税
並
に
所
得
税
に
封
す
る
牧
盆
税
の
完
全
な
る
分
離
は
今
日
向
存
せ
ざ
る
が
如
く
で
あ
る
。
牧
盆
税
を
並
行
源
泉
に
於
て
課
す
る
こ
と
可
能
な
ら
ぎ
る
場
合
に
於
て
は
牧
盆
と
所
得
と
を
分
離
せ
ん
が
m
M
に
は
克
に
命
抽
象
を
必
要
と
す
る
。
印
ち
.
一
迎
常
説
明
せ
ら
る
λ
所
に
従
へ
ば
牧
盆
は
一
定
の
生
産
手
段
(
土
地
、
資
本
、
労
働
力
)
或
は
特
殊
な
る
生
産
部
門
(
農
業
、
管
業
、
賃
銀
労
働
)
に
依
り
て
供
せ
ら
る
h
も
の
に
し
て
、
反
之
、
所
得
は
租
税
義
務
者
の
租
投
能
力
を
統
轄
的
に
表
現
す
る
も
の
で
あ
る
。
乍
然
、
右
の
如
く
抽
象
す
る
も
其
分
離
は
明
確
で
は
な
い
。
蓋
.
牧
盆
を
其
源
泉
に
於
て
、
換
午
一
一
目
す
れ
ば
牧
盆
が
所
得
に
到
達
す
る
以
前
に
於
て
、
之
を
捕
捉
せ
ざ
る
限
り
、
経
済
人
に
取
り
て
同
時
に
所
得
を
構
成
せ
ざ
る
牧
盆
は
存
し
な
O 
更
に
叉
純
粋
に
源
泉
の
み
よ
り
流
入
し
、
全
く
経
済
主
胆
胞
の
協
力
を
要
せ
.
ざ
る
牧
盆
印
ち
無
雑
作
に
客
位
の
み
の
供
す
る
牧
盆
も
存
し
な
い
の
で
あ
る
。
他
方
に
於
て
牧
盆
よ
り
損
失
を
差
引
き
て
計
算
せ
ら
る
L
物
質
的
所
得
以
外
に
向
非
物
質
的
な
る
所
得
別
ち
精
神
的
種
類
例
へ
ば
個
人
の
牧
得
せ
る
技
能
並
に
忠
一
・
問
に
依
る
過
度
に
低
廉
又
は
無
償
な
る
信
要
充
足
の
可
能
性
が
多
く
存
し
、
而
か
も
是
等
は
殆
ん
か
」
全
く
・
課
税
せ
ら
る
h
事
が
な
い
。
右
の
如
く
所
得
と
牧
盆
と
の
分
界
は
漠
然
た
る
を
兎
か
れ
ぬ
。
然
ら
ば
所
得
税
と
牧
盆
税
と
の
匝
別
如
何。
日
疋
等
雨
者
の
素
朴
な
る
区
別
は
常
に
可
能
で
あ
る
。
印
ち
、
之
を
主
睦
税
、
客
健
税
の
匝
別
で
あ
る
と
す
る
は
通
常
行
は
る
h
所
で
あ
る
。
乍
然
、
牧
盆
税
が
事
賃
上
の
純
牧
盆
に
従
っ
て
賦
課
せ
ら
る
L
こ
と
大
と
な
れ
ば
な
る
程
、
而
し
て
叉
牧
盆
税
が
経
済
主
陸
の
個
人
的
事
情
に
考
慮
を
梯
ふ
こ
と
大
と
な
れ
ば
な
る
程
|
|
日
記
は
可
で
あ
り
、
父
正
蛍
で
あ
る
。
l
l
此
の
主
睦
税
、
客
鐙
投
の
区
別
は
充
分
な
ら
ざ
る
も
き
れ
ば
所
得
税
は
英
国
に
於
け
る
其
れ
に
於
け
る
が
如
く
本
質
上
牧
盆
税
の
綜
合
の
如
の
が
存
す
る
。
き
、
観
を
呈
し
、
新
か
る
理
由
よ
り
し
て
雨
者
の
限
界
が
混
線
し
、
其
結
果
既
に
フ
ホ
ッ
ク
は
牧
盆
税
を
以
て
こ
σ
F
r
o
g
B
O
E
R
5
5
E
m
o
己
O
B
g
Z
H
M
Z
と
呼
び
プ
ロ
イ
エ
ル
は
「
牧
盆
所
得
税
」
(
F
g
m∞
出
一
口
付
O
B
E
g∞『
2
2
)
な
る
用
語
を
用
ふ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
斯
種
の
観
念
は
現
資
に
存
在
す
る
事
情
に
適
合
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
同
時
に
叉
現
存
す
る
租
税
方
式
を
明
確
に
区
分
す
る
こ
と
の
甚
花
困
難
な
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
ア
ン
干
レ
l
氏
は
治
の
如
く
従
来
の
区
分
方
法
在
以
て
し
花
は
所
得
税
と
牧
金
税
と
の
分
離
の
殴
昧
な
る
在
述
べ
で
.
氏
自
ら
の
主
張
を
弐
の
如
く
説
明
す
る
。
ア
シ
ド
v
l
氏
の
規
範
牧
盆
課
税
論
二
四
五
商
業
と
経
済
二
四
六
若
し
概
念
の
混
飢
が
希
ふ
べ
き
も
の
に
非
宇
と
す
れ
ば
厳
格
に
牧
盆
課
税
の
本
質
的
怠
義
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
と
な
れ
ば
其
本
質
的
立
義
よ
り
し
て
自
ら
所
得
税
と
の
明
確
な
る
匝
別
が
現
は
れ
、
同
時
に
財
産
税
に
針
す
る
新
し
き
限
界
を
生
宇
る
か
ら
で
あ
る
。
牧
盆
課
税
の
本
質
的
意
義
は
印
ち
牧
盆
税
を
以
て
所
得
税
の
如
く
、
事
資
に
於
て
獲
得
せ
ら
る
』
牧
盆
1
1
事
資
に
於
て
獲
得
せ
ら
る
L
牧
盆
は
資
際
上
同
一
な
る
大
さ
に
於
て
所
得
の
構
成
部
分
た
る
も
の
で
あ
る
。
ー
ー
を
姉
捉
せ
ん
と
す
る
も
の
に
非
守
し
て
、
純
粋
に
図
民
経
済
上
の
見
地
に
従
っ
て
期
待
せ
ら
る
可
き
、
否
寧
ろ
決
定
せ
ら
る
可
き
常
該
源
泉
の
牧
盆
を
課
税
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
に
在
る
。
新
く
の
如
く
牧
盆
税
を
定
義
す
る
時
は
所
得
課
税
と
牧
盆
課
税
と
は
概
念
的
に
区
別
の
存
す
る
の
み
な
ら
守
、
事
賃
上
も
亦
「
所
得
税
の
賦
課
は
個
人
的
な
る
私
経
済
的
朕
態
を
基
礎
と
す
る
も
の
な
る
に
、
反
之
、
牧
盆
税
は
悶
民
経
済
攻
策
の
一
般
的
原
則
に
従
っ
て
賦
課
せ
ら
れ
る
」
と
云
ふ
こ
と
に
依
り
て
匝
別
せ
ら
れ
得
る
。
今
日
一
般
に
設
か
る
』
が
如
く
所
得
税
も
牧
盆
税
も
共
に
組
税
義
務
持
の
事
賃
上
の
経
済
結
果
を
姉
捉
せ
ん
と
す
る
も
の
に
し
て
、
只
前
者
は
経
済
活
動
の
結
果
線
陸
を
計
量
し
、
後
者
は
牧
盆
目
的
物
の
牧
盆
を
個
々
に
捕
捉
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
恒
別
よ
り
立
論
す
る
時
は
例
へ
ば
エ
l
ベ
ル
ヒ
が
明
か
に
云
へ
る
が
如
く
「
想
像
上
の
給
付
能
力
を
捕
捉
す
る
よ
り
も
貫
際
上
の
給
付
能
力
を
捕
捉
す
る
こ
と
が
優
れ
て
ゐ
る
限
り
に
於
て
、
観
念
上
所
得
税
は
牧
盆
税
に
比
し
て
俊
秀
で
あ
る
。
」
こ
と
L
な
る
。
他
L
M
に
於
て
「
給
付
能
力
に
従
ふ
給
付
」
と
云
ふ
所
得
税
を
の
み
専
ら
是
認
す
る
の
原
則
を
樹
て
乍
ら
、
向
其
他
に
現
寅
牧
盆
に
課
税
す
る
こ
と
が
給
付
能
力
に
相
廃
す
る
も
の
な
り
や
の
疑
を
生
宇
る
。
此
に
於
て
ア
ン
ド
レ
!
氏
は
従
来
の
給
付
能
力
説
を
排
撃
す
る
。
従
来
、
給
付
能
力
は
所
得
を
以
て
計
畳
一
せ
ら
る
可
き
も
の
と
せ
ら
れ
来
っ
た
が
.
是
図
民
経
済
上
の
見
地
を
採
ら
歩
、
個
人
の
負
搭
能
力
の
み
を
問
飽
と
す
る
も
の
と
し
て
斥
け
、
彼
は
牧
盆
源
泉
を
以
て
給
付
能
力
の
基
礎
た
ら
し
め
ん
事
を
提
唱
す
る
。
郎
ち
牧
盆
源
泉
を
以
て
客
観
的
並
に
図
民
経
済
的
に
計
量
せ
ら
れ
に
ゐ
支
排
可
能
力
た
ら
し
め
ん
と
す
る
に
在
る
コ
従
っ
て
徴
牧
せ
ら
る
可
き
経
潰
結
果
の
快
く
る
場
合
と
縦
、
牧
盆
源
泉
の
存
す
る
あ
ら
ば
課
税
を
行
ふ
可
し
と
す
る
の
で
あ
る
ο
故
に
所
得
税
に
於
て
は
宮
際
上
の
所
得
に
課
せ
ら
る
h
に
反
し
、
牧
盆
税
に
於
て
は
現
寅
牧
盆
が
規
範
牧
盆
に
蓬
せ
ざ
る
時
は
資
本
を
も
侵
害
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
ア
ン
ド
レ
l
氏
に
従
へ
ば
牧
盆
務
と
財
・
一
産
税
と
は
其
経
済
政
策
的
意
義
に
於
て
相
、
似
た
る
も
の
が
存
す
る
O 
輩
、
雨
者
共
に
源
泉
従
っ
て
財
産
に
其
基
礎
を
置
、
ad--B
此
基
礎
が
物
的
た
る
と
人
的
ヘ
例
へ
ば
努
働
政
盆
税
に
於
け
る
が
如
く
)
た
る
と
は
之
れ
を
問
は
中
|
|
現
質
所
得
に
基
礎
を
置
く
も
の
で
は
な
い
。
只
、
名
目
的
財
産
段
は
所
得
税
の
補
完
と
し
て
確
定
所
得
重
課
の
目
的
を
以
て
徴
牧
せ
ら
る
』
も
の
に
し
て
‘
時
に
或
は
基
本
財
産
を
侵
害
す
る
事
あ
る
可
き
牧
盆
設
の
作
用
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
特
に
故
盆
な
き
資
本
を
課
税
に
依
り
て
牧
・
盆
あ
る
資
本
に
援
化
せ
し
む
と
云
ふ
が
如
、
き
意
義
を
有
す
る
も
ア
ン
ド
レ
l
氏
の
規
範
収
益
課
税
論
二
四
七
商
業
と
経
部
二
四
八
の
で
も
な
い
。
是
と
共
に
牧
盆
又
は
所
得
に
従
は
宇
し
て
、
臨
時
的
に
徴
愛
せ
ら
る
』
財
産
税
も
国
よ
り
ア
ン
ド
レ
l
氏
の
意
義
に
於
け
る
牧
盆
殺
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
の
査
、
緊
急
の
時
代
に
行
は
る
h
徴
後
方
法
は
将
来
に
於
け
る
租
税
徴
牧
の
可
能
性
を
事
賃
上
減
少
す
る
も
の
な
る
に
、
反
之
、
牧
盆
税
は
有
利
な
る
資
本
ゆ
倍
増
加
し
、
不
利
な
る
資
本
を
減
少
せ
し
む
る
の
作
用
を
有
す
る
も
の
、
た
か
ら
で
あ
る
。
②
ア
ン
ド
レ
1
氏
の
著
書
は
多
く
歴
史
的
研
究
に
於
て
詳
細
で
あ
る
。
前
記
論
文
に
於
て
も
亦
牧
盆
税
並
び
に
牧
盆
税
理
論
の
愛
還
を
比
較
的
詳
細
に
述
べ
て
ゐ
る
。
此
に
其
大
要
を
招
介
す
る
の
本
来
の
人
税
よ
り
牧
盆
税
へ
の
護
達
、
更
に
牧
盆
税
よ
り
現
代
的
な
る
所
得
税
へ
の
設
建
を
循
環
と
呼
べ
る
者
が
あ
る
が
、
寧
ろ
蝶
線
形
の
運
動
と
も
稽
す
べ
き
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
今
日
行
は
る
と
人
的
」
な
る
財
産
税
並
に
所
得
税
は
古
代
行
は
れ
た
る
租
税
方
式
に
建
時
せ
る
も
の
に
非
ざ
る
が
故
で
あ
る
。
合
て
行
は
れ
た
る
方
式
に
於
け
る
租
税
は
今
日
と
は
異
な
れ
る
意
義
に
於
て
「
人
的
」
た
り
し
も
の
で
あ
る
。
印
ち
往
昔
の
租
税
は
人
に
課
税
し
た
る
も
の
と
は
云
へ
、
私
経
済
的
意
義
に
於
け
る
人
的
事
情
に
は
柳
か
も
配
慮
す
る
こ
と
無
か
り
し
も
の
で
あ
る
。
闘
に
依
り
、
時
代
に
依
り
其
租
税
方
式
は
種
々
な
れ
J
し
と
は
云
へ
、
往
昔
行
は
れ
た
る
課
税
が
租
税
義
務
者
の
個
人
的
事
情
に
関
聯
す
る
も
の
に
非
ざ
り
し
は
事
貨
で
あ
る
。
最
初
に
起
り
し
租
税
は
人
の
枇
合
的
地
位
叉
は
階
級
に
封
し
て
課
せ
ら
れ
た
。
印
ち
、
個
人
が
攻
治
国
般
に
針
し
て
有
す
る
地
位
に
従
っ
て
或
は
重
課
せ
ら
れ
或
は
軽
課
せ
ら
れ
又
は
免
税
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
其
経
済
的
個
人
叉
は
主
観
的
給
付
能
力
に
封
し
て
課
税
せ
ら
れ
た
る
も
の
で
は
な
い
。
反
之
、
現
今
の
租
税
方
式
に
取
り
で
は
個
人
的
な
る
租
税
カ
が
決
定
的
な
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
所
得
に
課
せ
ら
る
h
租
税
が
最
も
理
想
的
と
せ
ら
れ
、
財
産
所
有
は
繰
か
に
第
二
弐
的
に
観
察
せ
ら
る
h
に
過
ぎ
な
い
の
古
代
挨
及
並
に
パ
ピ
ロ
ニ
ヤ
に
於
て
既
に
早
く
現
代
に
行
は
る
誌
が
如
き
租
税
の
愛
達
せ
る
は
階
級
制
度
幼
稚
に
し
て
古
代
束
洋
に
於
て
中
央
集
権
的
攻
治
の
行
は
れ
た
る
が
故
で
あ
る
。
牧
盆
殺
の
最
初
の
も
の
た
る
地
租
に
於
て
之
を
見
る
も
、
古
代
東
洋
諸
図
に
於
て
は
主
権
者
が
土
地
の
所
有
擦
を
有
す
る
も
の
と
せ
ら
れ
た
る
が
故
に
、
西
洋
に
先
ん
じ
て
土
地
課
税
の
根
掠
が
理
解
せ
ら
れ
た
。
王
有
領
地
に
封
す
る
小
作
料
は
既
に
早
く
窒
帳
を
基
礎
と
し
て
定
期
的
に
徴
牧
せ
ら
れ
今
日
に
於
け
る
地
租
の
濫
協
と
も
稽
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
挨
及
に
於
て
は
管
業
税
並
に
人
頭
税
が
徴
牧
せ
ら
れ
、
此
目
的
の
鋳
に
人
の
階
級
の
記
録
が
施
行
せ
ら
れ
て
は
ゐ
た
け
れ
共
、
命
土
地
は
図
家
経
済
の
主
た
る
牧
入
の
源
泉
で
あ
っ
た。
プ
ト
レ
メ
イ
エ
王
朝
時
代
の
攻
及
に
於
て
は
土
地
の
事
寅
上
の
経
法
結
果
は
課
税
せ
ら
れ
守
し
て
、
一
定
の
面
積
に
封
し
一
定
の
公
認
を
課
せ
ら
れ
た
。
斯
く
の
如
く
地
租
を
3
5ロ窓口
Emgw
に
徴
牧
し
2
5門
g
，
g
g出
m
h
に
徴
牧
せ
ざ
り
し
は
図
家
経
涜
が
可
及
的
牧
穫
量
の
愛
化
に
無
関
係
に
ら
ん
と
欲
し
た
る
事
を
ア
ン
ド
レ
l
氏
の
規
範
牧
益
課
税
論
二
回
九
商
業
と
臨
済
二
五
O
示
す
も
の
で
あ
る
。
蛍
時
に
於
て
は
経
済
政
策
上
の
企
却
を
有
し
た
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
租
投
が
高
き
に
遇
、
ぐ
る
が
鍔
に
却
っ
て
納
税
者
を
落
臆
せ
し
む
る
こ
と
無
き
限
り
、
牧
穫
培
唯
一
へ
の
刺
戟
と
な
り
、
他
方
に
於
て
租
税
牧
入
の
磁
質
性
を
保
持
す
る
を
得
た
で
あ
ら
う
。
羅
信
仰
に
於
て
は
其
都
市
経
演
時
代
に
於
て
農
民
の
都
市
移
住
を
鷲
ら
し
に
。
農
民
よ
り
捨
て
ら
れ
た
る
土
地
は
大
地
主
之
を
併
合
し
た
。
移
住
を
匁
さ
ざ
る
農
民
は
大
地
主
の
下
に
行
き
租
税
負
傍
よ
り
発
か
れ
ん
事
を
計
っ
た
。
大
地
主
は
是
等
小
農
民
を
奴
隷
と
し
て
、
其
努
働
力
を
自
由
に
慮
分
し
得
た
も
の
で
あ
っ
た
。
印
ち
小
農
民
ぞ
不
自
由
に
し
世
襲
的
従
局
者
と
し
て
土
塊
に
束
縛
す
る
こ
と
に
依
り
て
大
地
主
が
保
護
せ
ら
れ
地
租
牧
入
が
保
た
れ
た
。
自
由
な
り
し
小
農
民
階
級
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
L
共
に
地
租
の
確
震
性
は
保
た
れ
た
の
で
あ
る
。
地
租
牧
入
の
縫
保
が
大
地
主
階
級
の
儒
に
は
有
利
と
な
り
来
り
し
事
は
注
目
に
値
す
る
。
中
世
に
於
て
は
不
自
由
の
表
象
た
る
人
頭
税
は
著
し
く
嫌
忌
せ
ら
れ
、
封
物
税
就
中
遮
常
な
る
地
租
を
護
法
せ
し
め
た
。
此
時
代
に
於
て
は
都
市
に
於
け
る
課
税
制
度
と
領
地
に
於
け
る
課
税
制
度
と
を
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
領
地
に
於
て
は
既
に
中
世
初
期
に
於
て
今
日
の
喜
一
帳
に
似
た
る
記
録
が
存
し
に
の
で
あ
る
が
.
十
七
世
紀
に
至
り
て
其
記
録
が
精
細
を
極
む
る
に
至
つ
に
。
都
市
に
於
て
は
家
屋
所
有
、
け
杢
可
↓
1
こ
寸
し
'
!
4
1
?
l
3
 
A
C
M
H
ロ
円
。
ロ
ヨ
野
田
町
に
課
税
せ
ら
れ
た
。
其
課
税
は
事
賃
上
の
牧
盆
に
関
聯
せ
し
め
宇
し
て
、
牧
盆
偵
絡
に
関
聯
せ
し
め
た
。
邸
中
り
、
家
賃
を
資
本
化
し
て
家
屋
所
有
に
封
す
る
課
税
標
準
と
な
し
、
牧
穫
を
資
本
化
し
て
土
地
所
有
に
針
す
る
課
税
際
準
と
な
し
、
斯
く
し
て
牧
盆
の
種
々
な
る
方
式
を
貨
常
に
計
量
し
得
る
所
の
源
泉
に
還
元
す
る
の
可
能
性
が
獲
得
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
此
に
規
範
牧
盆
の
上
に
釘
立
て
ら
れ
た
る
一
種
の
財
産
税
が
成
立
し
、
此
の
財
産
税
は
常
に
幾
化
増
減
す
る
所
の
事
賃
上
の
経
演
結
果
と
は
関
係
な
き
租
税
義
務
を
坐
ぜ
し
む
る
も
の
で
あ
っ
た
。
此
財
産
税
の
内
に
ア
ン
ド
レ
l
氏
の
提
唱
す
る
な
義
に
於
け
る
牧
盆
税
の
基
礎
観
念
が
潜
在
し
て
ゐ
る
ο
家
屋
所
有
、
土
地
所
有
、
有
債
詮
券
、
商
業
資
本
在
総
括
的
に
姉
捉
せ
宇
し
て
各
個
々
に
捕
捉
し
に
る
十
四
世
紀
に
於
け
る
グ
ェ
ネ
チ
ア
の
財
産
税
は
以
上
の
基
礎
観
念
を
進
歩
せ
る
方
式
に
於
て
示
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
コ
ア
ン
ド
レ
l
氏
は
以
上
の
如
く
牧
盆
殺
の
護
法
を
述
べ
古
き
過
去
に
於
て
も
租
税
制
度
は
牧
盆
税
を
中
心
と
し
而
か
も
非
、
牧
盆
税
は
氏
の
提
唱
せ
る
意
義
に
於
け
る
牧
盆
積
に
接
近
せ
る
も
の
な
る
を
蓮
ぺ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
十
八
世
紀
に
入
り
て
経
済
墜
起
る
や
、
租
税
理
論
も
亦
現
は
れ
た
。
租
税
制
度
も
亦
租
税
墜
設
の
影
響
を
受
け
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
っ
先
づ
所
得
税
、
牧
盆
税
に
関
す
る
ス
ミ
ス
の
所
論
を
尋
ね
る
。
経
済
的
自
由
主
義
の
創
立
者
た
る
ス
ミ
ス
と
雌
、
向
自
由
な
る
所
得
税
の
以
勤
者
で
あ
つ
に
。
ス
司
王
ス
の
租
税
論
は
秩
序
そ
快
け
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
彼
は
一
方
に
於
て
所
得
の
課
税
に
封
し
基
礎
を
奥
ふ
る
ア
シ
ド
ν
l
氏
の
規
範
牧
盆
課
税
論
二
五
商
業
と
経
演
二
五
二
と
共
に
他
方
に
於
て
図
民
経
済
上
奥
へ
ら
る
h
一
一
一
個
の
牧
盆
カ
に
従
っ
て
租
税
を
展
開
し
た
。
fm 
ち
ご仁
地
牧
盆
、
労
働
賃
銀
、
資
本
牧
盆
の
三
個
の
牧
盆
に
分
析
し
.
是
等
を
経
済
攻
策
的
見
地
に
従
っ
て
課
税
せ
ん
こ
と
を
主
張
し
た
。
而
し
て
彼
は
綜
合
的
な
る
課
税
方
式
は
課
税
す
べ
か
ら
ざ
る
牧
盆
を
も
課
税
す
る
の
結
果
と
な
る
が
故
に
之
を
排
斥
す
べ
し
と
な
し
た
。
印
ち
人
頭
税
(
g
Z山氏。ロ
E
M
n
)
に
関
し
て
日
く
「
若
し
之
を
納
税
者
の
財
産
叉
は
所
得
に
感
じ
比
例
せ
し
め
ん
と
欲
せ
ば
、
全
く
勝
手
専
断
的
と
な
り
不
確
定
の
も
の
と
な
る
。
輩
、
人
の
資
産
以
態
は
日
々
愛
勤
し
て
止
ま
な
い
か
ら
で
あ
る
」
と
。
英
図
に
於
け
る
所
得
税
は
寧
ろ
多
く
の
牧
盆
税
を
綜
合
せ
る
か
の
如
、
品
川
、
観
を
口
五
し
、
仰
図
に
於
て
は
大
革
命
以
来
牧
盆
税
制
度
が
弐
第
に
精
細
に
護
法
し
来
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
猫
逸
並
に
撲
汰
利
に
於
て
は
ユ
ス
チ
e
ソ
ン
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
以
来
事
者
の
論
宇
は
「
租
税
は
租
税
義
務
者
の
財
産
を
侵
害
す
べ
か
ら
宇
」
と
の
一
黙
を
中
心
と
し
て
行
は
れ
た
も
の
で
あ
る
。
財
産
侵
害
の
危
快
は
ア
ン
ド
レ
!
の
提
唱
す
る
規
範
牧
盆
に
従
ふ
課
税
に
於
て
は
悶
よ
り
存
在
す
る
。
何
と
な
れ
ば
、
軽
少
な
る
牧
盆
を
供
す
る
に
過
ぎ
ぎ
る
財
産
叉
は
全
く
牧
盆
を
供
せ
ざ
る
財
産
に
於
て
は
其
租
税
は
財
産
の
根
幹
よ
り
支
捌
は
れ
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
ο
熱
心
な
る
所
得
税
の
主
張
者
た
る
ヤ
コ
プ
も
り
u
m片
山
内
∞
2
5
5
d江田
ω包
∞
の
g
p
L∞M
H
に
於
て
租
税
は
財
産
を
侵
害
す
可
か
ら
宇
と
の
原
則
を
劃
立
せ
る
も
の
で
あ
る
.
か
、
彼
は
個
人
主
義
撃
波
よ
り
其
時
に
至
る
迄
全
く
者
遁
せ
ら
れ
来
れ
る
私
有
財
産
の
減
少
と
図
家
財
産
の
減
少
と
の
区
別
を
最
初
に
明
白
に
せ
る
人
で
あ
る
。
俄
令
個
人
は
租
税
に
因
る
財
産
の
侵
害
を
受
け
た
り
と
す
る
も
、
園
家
財
産
は
増
加
し
得
る
も
の
で
あ
る
。
只
然
し
彼
は
次
の
如
、
き
原
則
を
強
調
し
に
。
印
ち
甲
が
公
課
を
其
所
得
よ
り
支
抑
ひ
得
る
に
乙
は
之
を
基
本
財
産
よ
り
支
抑
は
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
も
の
と
す
れ
ば
.
雨
者
に
封
す
る
公
平
は
寄
せ
ら
れ
る
と
の
原
則
日
記
で
あ
る
。
右
の
如
、
き
個
人
主
義
的
な
る
考
方
は
十
九
世
紀
の
初
め
、
フ
ル
ダ
、
マ
ル
フ
ス
、
ム
l
ル
ハ
i
ド
等
多
く
の
人
々
に
於
て
見
ら
る
』
所
で
あ
る
。
是
と
共
に
普
遍
主
義
的
な
る
考
方
も
亦
起
り
つ
h
あ
っ
た
。
~p 
ち
ゾ
l
Jア
ン
は
八
一
年
生
産
品
税
(po仏
訂
正
055HO円
)
の
提
案
を
な
し
に
。
彼
は
ス
ミ
ス
を
組
越
せ
る
も
の
で
あ
る
が
、
其
租
税
論
は
明
白
に
普
遍
主
義
に
立
脚
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
印
ち
「
凶
民
は
園
民
と
し
て
図
家
の
維
持
費
を
負
段
す
る
に
非
守
し
て
、
課
税
能
力
あ
る
図
民
財
産
が
之
を
負
携
す
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
生
産
物
は
其
が
生
産
者
の
所
有
よ
り
移
動
す
・
る
時
貼
に
於
て
課
税
せ
ら
る
可
き
で
あ
る
」
と
す
る
。
彼
の
主
張
は
生
産
品
に
封
す
る
軍
一
税
で
あ
り
、
生
産
品
の
生
産
費
を
顧
慮
す
る
こ
と
無
く
、
共
債
絡
に
従
っ
て
徴
牧
せ
ら
る
可
き
も
の
と
す
る
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
少
き
生
産
費
を
以
て
生
産
す
る
生
産
者
は
著
し
く
利
盆
を
受
け
、
牧
盆
少
き
経
管
は
座
迫
を
受
く
る
の
結
果
を
生
宇
る
こ
と
は
注
意
を
要
す
る
。
此
の
考
方
は
数
年
の
後
ク
ロ
ー
ネ
が
裕
修
正
し
て
主
阿
波
せ
る
所
で
あ
る
。
失
に
ク
レ
ン
ナ
は
保
険
料
設
の
腕
依
者
で
あ
り
、
ス
ミ
ス
の
所
論
を
基
礎
と
し
た
る
個
人
主
義
者
た
る
に
拘
は
ら
す
、
命
租
税
は
之
を
客
観
的
ア
ン
ド
v
l
氏
の
規
範
牧
盆
課
税
論
二
五
商
業
と
経
済
二
五
凶
普
遍
的
な
る
原
則
の
上
に
基
礎
付
け
ん
こ
と
を
試
み
に
。
更
に
ハ
l
ル
は
ク
レ
ン
ナ
の
考
方
に
一
歩
を
唯
一
め
て
貨
併
に
見
積
ら
れ
得
る
結
果
を
供
し
得
る
凡
て
の
も
の
は
仮
令
事
賃
上
此
結
果
を
賀
ら
さ
ゾ
る
も
之
守
租
税
容
障
と
府
却
す
べ
き
事
を
主
張
し
た
(
k
t
E
B古
川
白
山
口
回
目
立
ロ
o
h
υ
・
υ
・0・∞・
3
1
2
参
照
)
。
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上
二
個
の
方
向
は
牧
盆
税
の
核
心
に
封
し
積
極
的
に
賛
成
す
る
も
の
に
非
宇
、
叉
反
封
す
る
も
の
で
主
な
O 
ユ/
ュ
タ
l
ル
に
至
り
て
初
め
て
給
付
能
力
の
基
礎
を
次
の
如
く
説
明
し
た
。
旧
ち
合
す
む
じ
h
J
佐
こ
れ
ヒ
、
ー
&
f
m
T
t
1
L
H
-
ノ
斗
、
一
}
t
給
付
能
力
に
従
っ
て
決
定
せ
ら
る
h
租
税
義
務
は
所
有
を
基
礎
と
す
る
に
非
十
、
叉
所
得
や
基
礎
と
す
る
に
も
非
守
し
て
、
祉
舎
に
の
み
存
在
す
る
所
の
財
産
牧
盆
並
に
財
・
産
享
脚
本
の
可
能
性
を
基
礎
と
す
る
も
の
な
る
を
述
べ
「
財
攻
の
努
力
は
可
及
的
個
人
を
課
税
せ
・
干
し
て
‘
個
人
財
産
と
な
る
以
前
に
.
枇
合
財
産
よ
り
の
み
必
要
金
額
を
先
取
す
る
事
に
存
す
る
」
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
十
九
世
紀
の
後
半
に
於
て
も
「
租
税
能
力
は
経
務
的
地
位
を
基
礎
と
す
べ
き
も
の
に
し
て
、
所
得
の
み
を
基
礎
と
す
る
も
の
に
非
宇
」
と
の
考
方
は
一
般
に
認
め
ら
る
L
に
至
ら
な
か
っ
た
。
此
に
ヘ
ル
マ
ン
並
に
ン
ニ1.
モ
ラ
ー
が
新
に
護
展
せ
し
め
た
る
所
得
概
念
を
見
る
に
、
所
得
と
は
経
演
者
が
其
基
本
財
産
を
段
損
す
る
こ
と
無
く
一
定
期
間
内
に
其
需
要
充
足
の
匁
に
使
用
し
得
る
所
の
凡
て
の
労
働
結
果
並
に
財
産
用
盆
の
合
計
で
あ
る
と
な
し
、
而
し
て
各
人
の
給
付
能
力
を
此
所
得
に
従
っ
て
定
め
ん
と
欲
し
た
の
で
あ
る
c
斯
く
の
如
き
個
人
主
義
的
な
る
解
煙
、
給
付
能
力
概
念
の
制
限
が
牧
盆
税
の
排
斥
に
貢
献
せ
る
は
明
白
で
あ
る
。
日
記
に
反
し
ロ
ッ
シ
ャ
ー
は
牧
盆
税
を
基
礎
と
す
る
考
方
を
よ
り
良
く
、
債
値
付
け
ん
と
欲
し
た
c
日
く
「
故
金
税
制
度
は
納
税
者
を
把
捉
す
る
に
其
牧
盆
が
図
家
に
蹄
局
す
る
所
の
財
産
の
支
配
者
そ
以
て
す
る
一
と
。
シ
ャ
!
が
若
し
土
地
牧
盆
税
の
行
ふ
土
地
改
良
へ
の
有
盆
な
る
刺
戟
を
見
、
牧
盆
税
の
教
育
的
並
に
経
済
政
策
的
要
素
を
認
め
た
な
ら
ば
、
此
租
税
方
式
を
更
に
充
分
に
理
解
し
得
た
で
あ
ら
、、、
変
に
ノ
イ
マ
ン
も
亦
「
納
税
者
が
其
資
本
よ
り
事
賃
上
何
を
獲
得
す
る
や
に
非
守
し
て
、
恐
ら
く
何
そ
フ
O 
故
に
ロ
ッ
引
出
し
得
る
や
の
考
が
決
定
的
と
な
る
も
の
で
あ
る
」
と
な
し
、
シ
ュ
モ
ラ
i
が
給
付
能
力
概
念
に
定
め
た
る
制
限
を
斥
け
て
ゐ
る
。
乍
然
、
ロ
ッ
シ
ャ
l
も
ノ
イ
マ
ン
も
、
市
し
て
租
税
の
祉
合
政
策
的
副
目
的
を
極
カ
主
張
せ
る
ヲ
グ
ナ
l
さ
へ
も
、
積
極
的
に
牧
盆
税
の
主
張
を
匁
す
迄
に
は
至
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
c
只
彼
は
コ
l
ン
と
共
L
財
産
を
(
規
範
牧
盆
の
主
義
に
従
っ
て
)
課
税
す
る
こ
と
の
正
蛍
な
る
を
認
め
た
る
の
み
で
あ
る
。
右
の
如
、
き
傾
向
が
一
般
に
行
は
れ
た
る
頃
説
日
魯
西
に
於
て
は
ミ
ク
ル
の
租
税
改
革
が
行
は
れ
に
。
此
改
革
は
租
税
本
質
に
闘
し
此
時
代
を
動
か
す
こ
と
大
な
る
も
の
が
あ
っ
た
。
郎
ち
此
租
税
改
革
に
於
て
カ
あ
る
反
針
者
の
存
し
た
る
に
も
拘
は
ら
守
主
観
的
給
付
能
力
の
立
場
が
財
政
立
法
に
於
て
完
成
せ
ら
爾
・
米
図
税
に
於
て
は
所
得
税
が
勝
利
守
占
め
、
普
魯
西
に
於
け
る
租
税
障
系
よ
り
は
牧
れ
た
の
で
あ
る
。
盆
税
が
排
除
せ
ら
れ
、
牧
盆
税
の
進
展
は
岡
家
以
下
の
公
共
図
健
に
委
任
せ
ら
る
』
に
至
っ
た
。
ア
シ
ド
v
l
氏
の
規
範
収
益
課
税
論
二
五
五
商
業
と
経
済
二
五
六
ア
ン
ド
レ
l
氏
に
嫁
れ
ば
乍
然
所
得
税
は
「
給
付
能
力
に
従
ふ
給
付
」
な
る
原
則
に
遁
常
な
る
も
の
で
は
、、、
な
い
。
租
税
義
務
者
は
枇
合
経
済
に
封
し
て
義
務
を
負
ふ
可
き
も
の
で
あ
る
。
所
得
税
は
事
賃
上
の
経
湾
結
果
に
関
し
て
課
税
す
る
も
の
に
し
て
租
税
義
務
者
の
枇
合
的
、
経
済
的
地
位
に
依
り
て
奥
へ
ら
る
』
経
済
結
果
獲
得
の
可
能
力
に
関
し
て
課
税
す
る
も
の
で
は
な
い
。
所
得
税
に
於
て
は
只
租
税
義
務
者
の
個
人
的
成
態
の
み
が
其
私
経
溌
的
立
場
よ
り
し
て
考
慮
せ
ら
る
h
に
過
ぎ
守
し
て
、
財
産
所
有
の
中
に
存
す
る
義
務
が
考
慮
を
抑
は
れ
て
ゐ
な
い
。
ミ
ク
ル
の
公
表
せ
る
意
見
に
撲
る
も
人
的
給
付
能
力
な
る
見
地
よ
り
し
て
其
改
革
を
進
め
た
る
も
の
で
あ
る
。
印
、
ミ
ナ
ル
は
云
ふ
「
正
義
と
公
平
と
の
要
求
に
合
致
す
る
所
の
直
接
図
税
の
制
度
は
人
的
給
付
能
力
の
基
礎
に
打
立
て
ら
れ
る
。
人
的
給
付
能
力
が
充
分
考
慮
せ
ら
る
=
が
加
、
ぎ
方
法
に
て
牧
盆
税
を
構
成
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
牧
盆
税
と
人
的
給
付
能
力
の
考
慮
と
は
今
日
の
経
済
生
産
組
織
に
於
て
は
相
瓦
に
合
致
せ
ざ
る
矛
盾
で
あ
る
。
舎
で
は
筒
輩
、
均
等
旦
規
則
的
な
り
し
財
源
!
|
此
財
源
は
殆
ん
ど
均
等
な
る
平
均
牧
盆
の
牧
入
を
可
能
な
ら
し
め
た
l
!
に
代
ふ
る
に
現
代
に
於
て
は
、
智
力
、
資
本
力
、
交
通
並
に
販
買
の
航
態
等
に
依
存
す
る
所
の
財
源
の
生
産
的
利
用
方
法
が
種
々
な
る
が
鍔
に
曾
っ
て
物
税
の
操
り
て
立
ち
た
る
基
礎
が
失
は
れ
た
。
若
し
直
接
図
税
制
度
に
於
て
給
付
能
力
に
従
ふ
課
税
原
則
が
絶
針
的
な
る
標
準
を
供
す
る
も
の
な
ら
ば
牧
盆
税
は
図
税
と
し
て
完
全
に
排
除
せ
ら
る
h
の
み
で
あ
る
」
と
。
乍
然
、
E
h
ノ
ル
は
所
得
税
の
み
を
唯
一
の
租
税
と
し
て
主
張
す
る
も
の
で
は
な
い
。
彼
は
命
牧
盆
税
へ
の
代
用
並
に
所
得
税
の
補
完
と
し
て
所
有
仁
謀
せ
‘
ら
る
る
財
産
税
を
自
己
の
鐙
系
の
中
に
存
置
せ
し
め
て
ゐ
る
。
牧
盆
税
反
針
の
最
大
の
根
擦
は
護
法
せ
る
交
通
経
湾
に
於
て
見
出
さ
れ
る
各
経
済
問
阜
位
に
於
け
る
経
湾
事
情
の
不
明
確
是
で
あ
る
。
各
管
業
、
各
経
営
に
於
け
る
卒
均
牧
盆
の
調
製
は
経
湾
事
情
の
食
蓬
と
共
に
失
第
に
困
難
と
な
る
。
向
企
業
欲
、
組
織
能
力
並
に
企
業
者
、
経
営
者
の
商
業
的
、
技
術
的
教
養
、
景
気
の
幾
化
は
経
済
結
果
に
影
響
す
る
こ
と
大
な
る
も
の
が
存
す
る
。
乍
然
是
に
封
し
て
は
ア
ン
ド
レ
l
は
経
済
観
察
並
に
経
済
過
程
の
統
計
的
捕
捉
技
術
が
存
在
し
て
ゐ
る
事
を
以
て
抗
滞
し
て
ゐ
る
。
克
に
一
般
に
牧
盆
税
に
批
判
す
る
非
難
と
し
て
事
け
ら
る
h
は
必
然
経
湾
主
鐙
へ
の
関
係
に
快
く
る
所
と
な
る
事
是
で
あ
る
。
牧
盆
税
は
祉
合
的
並
に
経
済
的
見
地
よ
り
見
で
快
貼
が
存
す
る
と
云
ふ
に
在
る
。
印
ち
祉
合
的
に
は
図
民
の
給
付
義
務
が
陵
昧
に
せ
ら
れ
、
経
潰
的
に
は
経
済
主
陸
の
給
付
義
務
に
鰯
る
』
事
情
例
へ
ば
家
族
の
員
数
、
年
齢
、
其
他
の
特
別
な
る
事
情
に
考
慮
の
梯
は
れ
ず
る
こ
と
に
不
会
正
が
存
す
乍
然
、
ア
ン
ド
レ
l
氏
を
し
て
云
は
し
む
れ
ば
右
の
非
難
は
蛍
ら
ざ
る
も
の
で
あ
お
。
郎
、
各
牧
盆
税
は
特
殊
な
る
牧
盆
源
泉
の
み
を
考
慮
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
凡
て
の
源
泉
を
持
挺
す
る
所
る
と
云
ふ
に
在
る
。
の
牧
盆
税
鐙
系
を
構
成
す
る
事
を
得
ば
租
税
義
務
者
の
経
済
的
活
動
力
の
全
部
+
也
捕
捉
す
る
こ
と
忌
な
る
O 
口
疋
規
範
牧
盆
な
る
考
方
よ
り
し
て
可
能
で
あ
り
、
官
際
上
も
過
去
に
於
て
地
租
、
家
屋
税
、
営
業
税
、
労
働
ア
シ
ド
ν
l
氏
の
規
範
牧
益
課
税
論
二
五
七
商
業
主
経
済
ニ
五
八
牧
盆
税
、
資
本
政
盆
税
な
る
制
度
に
於
て
起
れ
る
所
で
あ
る
。
牧
盆
の
全
部
を
捕
捉
せ
ん
が
鍔
に
叉
或
は
特
別
な
る
標
準
l
l
例
へ
ば
累
進
的
に
ー
ー
に
依
り
て
捕
捉
せ
ん
が
鍔
に
、
必
宇
し
も
所
得
税
に
採
る
の
只
牧
盆
税
は
事
賓
上
獲
得
せ
ら
れ
た
る
所
得
を
捕
捉
す
る
に
非
示
し
て
図
民
経
済
原
則
に
従
っ
て
計
量
せ
ら
れ
た
る
規
範
牧
盆
の
全
部
を
捕
捉
す
る
の
貼
に
於
て
所
得
税
と
区
別
せ
ら
れ
る
。
要
は
な
い
。
乍
然
、
新
る
全
賠
の
∞
O
}一J
開
門
問
。
ヴ
ロ
一
ωllEaFmoσ
長
に
非
中
ー
ー
が
正
し
く
階
段
付
け
ら
れ
た
る
各
牧
会
殺
を
基
礎
と
し
て
打
立
て
ら
る
』
時
は
衣
、
庭
に
所
得
の
場
合
に
於
け
る
よ
り
も
租
税
能
力
が
よ
り
明
確
に
現
は
れ
る
。
|
|
而
か
も
此
租
税
能
力
は
経
演
者
の
偶
然
な
る
獲
得
よ
り
生
じ
た
る
も
の
に
は
非
宇
し
て
、
其
経
漉
的
な
る
地
位
よ
り
し
て
客
観
的
に
決
定
せ
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
る
。
(
反
之
、
所
得
は
若
し
正
直
な
る
租
税
申
告
を
仮
定
す
る
時
は
「
事
賓
」
で
あ
る
と
の
長
所
を
有
す
る
も
其
所
得
は
只
偶
然
な
る
結
果
と
見
ら
れ
得
る
。
)
き
れ
ば
給
付
義
務
は
殴
昧
と
な
ら
ざ
る
の
み
な
ら
宇
寧
ろ
盆
E
明
白
と
な
る
と
鍔
し
て
ゐ
る
。
⑮
所
得
税
の
牧
金
税
に
封
す
る
凱
歌
は
今
向
文
明
諸
固
に
於
て
継
続
し
て
は
ゐ
る
が
、
風
一
・
者
の
見
解
財
政
の
質
際
は
既
に
凶
変
化
し
始
め
た
。
ユ/
寸'
ン
ッ
は
故
金
税
の
終
来
は
非
、
披
張
よ
り
も
寧
ろ
其
縮
小
の
方
向
に
存
す
る
と
の
立
見
を
右
し
た
け
れ
共
、
其
全
疫
を
主
張
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ピ
ス
ト
リ
ク
I
ス
は
駿
止
せ
ら
れ
ん
と
す
る
牧
念
税
を
擁
護
し
、
一
九
一
九
年
以
来
所
得
税
反
封
の
態
度
を
採
り
来
っ
た
。
彼
は
所
得
を
は
て
給
付
能
力
の
標
準
と
し
て
遁
常
な
る
も
の
に
非
・
干
し
て
ー
生
産
能
力
」
(
何
R
gちロ叫
mg託
宏
一
む
に
関
す
る
標
準
大
る
べ
き
も
の
と
な
し
た
け
け
プ
ロ
イ
宍
ル
.
は
牧
接
税
憾
系
構
成
の
可
能
性
を
強
調
し
・
1
一，
九
二
O
年
以
来
ー
溺
遜
各
州
が
財
政
改
革
の
目
的
を
以
て
牧
盆
税
を
創
設
せ
る
こ
と
や
}
指
摘
し
て
、
斯
税
在
以
て
底
止
せ
ら
る
可
き
も
の
と
す
る
見
解
に
反
封
し
に
。
彼
に
取
り
で
は
故
盆
税
は
二
般
的
経
済
設
展
の
或
段
階
に
取
り
で
は
現
代
的
一
般
所
得
税
の
方
法
よ
り
も
正
し
く
し
て
遁
蛍
で
あ
る
J
以
上
の
如
く
所
得
税
に
反
封
し
.
牧
盆
税
に
賛
成
す
る
人
は
決
し
て
少
数
で
は
な
い
。
牧
盆
税
の
復
興
に
賛
す
る
最
も
新
し
き
財
政
立
法
は
露
同
で
あ
る
ヴ
歌
洲
諸
闘
に
於
て
は
特
に
源
泉
控
除
に
操
る
資
本
牧
盆
税
、
持
働
牧
盆
税
が
注
目
に
値
す
る
も
の
が
あ
る
。
資
本
牧
盆
税
は
殊
に
大
戦
終
了
後
新
に
溺
迩
(
九
二
O
年
)
ベ
ル
ギ
ー
(
一
九
一
九
年
一
伊
太
利
二
九
一
九
年
」
希
蹴
二
九
一
九
年
)
ル
1
マ
ニ
ヤ
二
九
二
三
年
)
に
南
溺
諸
州
に
於
て
は
或
は
資
本
政
盆
税
が
行
は
れ
、
或
は
日
記
が
財
産
税
仁
愛
於
て
行
は
る
h
に
至
っ
た
。
化
し
た
が
、
普
魯
西
は
所
得
税
を
採
探
し
て
資
本
牧
盆
税
を
設
け
な
か
っ
た
。
反
之
一
聯
邦
は
財
政
改
革
に
於
て
牧
盆
税
を
設
け
て
財
産
所
得
の
重
課
を
法
せ
ん
と
試
み
た
。
郎
ち
資
本
所
有
の
大
小
に
拘
は
ら
宇
等
し
く
一
O
，OA
の
統
一
的
税
率
に
従
っ
て
源
泉
に
於
て
控
除
し
、
所
得
税
を
補
完
す
る
方
法
が
行
は
れ
た
。
源
泉
控
除
の
供
す
る
利
盆
は
租
税
の
編
取
を
困
難
な
ら
し
め
、
租
税
申
告
の
調
査
を
容
易
な
ら
し
む
る
こ
と
是
で
あ
る
。
租
税
の
庖
迫
が
大
と
な
れ
ば
な
る
程
.
而
し
て
此
堅
治
を
脱
れ
ん
と
す
る
の
試
み
が
大
と
な
れ
ば
な
る
程
、
源
泉
控
除
は
必
要
で
あ
り
‘
従
っ
て
其
は
今
日
甚
花
重
要
で
あ
る
。
斯
る
時
代
に
於
て
は
7μ
一シ
riv---氏
の
規
範
牧
盆
部
枕
論
二
五
九
商
業
正
経
済
二
六
O
再
び
・
牧
盆
税
に
訴
ふ
る
の
気
運
に
向
ひ
っ
』
あ
る
。
各
牧
盆
源
泉
を
区
分
し
て
、
遁
蛍
に
軽
重
、
を
設
け
て
R
民
地
拍
を
課
す
る
こ
と
は
経
潜
攻
策
的
目
的
を
自
ら
追
随
す
る
こ
と
h
な
る
。
斯
る
経
済
攻
策
的
目
的
を
追
随
す
る
こ
と
は
課
程
の
目
的
な
り
や
否
や
の
問
題
が
提
起
せ
ら
れ
る
。
而
し
て
十
九
世
紀
末
に
於
て
は
可
な
り
一
般
に
所
謂
課
税
の
副
目
的
は
詐
容
し
外
で
あ
っ
た
。
只
此
に
グ
ル
ロ
ッ
、、、、、
し
て
課
税
が
事
賃
に
於
て
常
に
資
本
の
使
用
に
影
響
す
る
l
l
課
税
が
此
目
的
を
治
求
す
る
や
否
や
は
之
を
問
は
宇
ー
ー
も
の
で
あ
る
事
は
疑
問
の
係
地
無
く
叉
租
税
牧
入
が
次
第
に
大
な
る
程
度
に
於
て
経
唯
ヲ
グ
ナ
l
は
課
税
の
祉
舎
攻
策
的
副
目
的
を
強
調
せ
る
例
ハ詰〉
フ
の
最
高
利
用
原
則
(
同
庁
Z
g
E
N
Eロ
巳
℃
〉
冶
忠
出
す
の
要
が
あ
る
。
而
難
し
と
の
意
見
が
行
は
る
h
に
至
っ
た
。
務
促
進
の
目
的
に
費
消
せ
ら
る
h
事
は
疑
問
の
係
地
無
き
が
故
に
租
税
を
賦
課
す
る
に
際
し
意
識
的
に
此
目
的
に
考
慮
を
抑
は
ぎ
る
は
矛
盾
の
如
く
考
へ
ら
れ
る
。
詰
租
税
は
即
ち
例
人
経
済
よ
り
の
貨
幣
の
強
制
獲
得
で
あ
ろ
と
す
れ
ぽ
課
税
は
岡
民
経
済
に
取
り
て
最
少
の
利
用
侵
害
で
な
げ
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
此
に
最
少
利
用
侵
害
の
原
則
た
生
ナ
ろ
。
換
言
す
れ
ば
此
原
則
は
之
島
最
高
利
用
原
則
と
名
付
げ
得
ろ
。
即
ち
課
就
任
問
民
経
済
の
最
高
目
的
|
|
最
高
の
全
利
用
た
成
就
す
ろ
の
目
的
ー
ー
の
到
達
に
取
リ
て
障
害
と
な
ら
ざ
ろ
の
み
な
ら
ず
、
最
高
目
的
に
常
に
出
来
ろ
丈
接
迩
寸
ろ
た
要
す
ろ
と
一
宮
ふ
の
で
あ
る
ハ
。
2]C司
日
間
山
門
2
5
2
円ユ聞の宮古】
OF0・問。
zznrr門
出
E
E三
回
回
目
ロ
-
mr
の
『
由
民
一
円
・
出
-
H
・
回
。
問
。
・
∞
-
h
u
u
¥
O
ア
ン
ド
レ
l
氏
は
右
の
経
済
政
策
的
目
的
を
達
せ
ん
と
す
る
に
は
牧
盆
税
制
度
特
に
資
本
牧
盆
税
を
以
て
最
も
遁
蛍
で
あ
る
と
考
へ
た
。
氏
は
産
業
を
部
門
に
区
別
し
、
同
額
の
資
本
も
部
門
を
異
に
す
る
に
従
っ
て
異
る
牧
盆
を
供
す
る
こ
と
を
認
め
、
従
っ
て
各
部
門
の
規
範
牧
盆
は
均
等
な
ら
ざ
る
も
の
と
す
る
。
此
の
各
部
門
に
擦
り
て
差
異
あ
る
規
範
牧
盆
に
封
し
て
は
比
例
税
を
課
す
べ
し
と
す
る
。
而
し
て
此
の
資
本
の
分
化
は
租
税
負
捻
が
大
と
な
れ
ば
な
る
程
、
次
第
に
必
要
で
あ
る
と
な
し
、
「
資
本
を
確
定
の
程
度
に
従
っ
て
分
化
す
る
こ
と
は
正
し
き
交
路
配
分
の
要
求
に
合
致
す
る
に
遁
蛍
で
あ
る
。
|
l
純
粋
な
る
比
例
税
率
を
以
て
、
盟
に
客
観
的
見
地
よ
り
し
て
、
乍
去
、
資
本
牧
盆
の
出
庭
に
従
っ
て
強
ま
程
度
の
差
異
を
以
て
分
化
す
る
所
の
資
本
牧
盆
税
を
徴
牧
す
る
所
の
図
家
は
複
雑
に
し
て
而
か
も
源
泉
を
区
別
す
る
こ
と
無
き
資
本
牧
盆
税
を
有
す
る
同
家
よ
り
も
著
し
く
異
質
(
当
ω
F
H
Y
O
R
)
に
接
近
す
る
も
の
で
あ
る
」
(
出
品
g
r
開
同
門
『
o
g
g
g
B
W
国
自
ισ
ロ
の
『
(
】
2
Eロ
mgNJimmgmの
E
P・
ロ
・
ロ
-
H
匂凶吋・
ω・
a
H
)
と
の
プ
ロ
ィ
・
エ
ル
の
所
論
を
引
用
し
て
ゐ
る
。
右
の
如
く
ア
ン
ド
レ
l
氏
の
主
張
す
る
牧
盆
税
は
官
っ
て
行
は
れ
た
る
牧
盆
税
則
ち
外
部
的
特
徴
例
へ
ば
家
屋
税
に
於
け
る
戸
数
、
窓
数
、
営
業
税
に
於
け
る
弊
働
者
数
、
馬
力
.
地
租
に
於
け
る
面
積
の
如
き
も
の
よ
り
立
論
せ
守
し
て
各
牧
盆
の
源
泉
に
加
へ
ら
る
h
資
本
よ
り
立
論
せ
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
氏
に
取
り
て
は
正
し
き
資
本
一
計
債
が
重
要
な
る
問
題
で
あ
る
。
査
、
各
産
業
は
必
要
な
る
資
本
の
高
さ
を
異
に
し
、
規
模
牧
盆
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ア
シ
ド
V
1
氏
の
規
範
肱
盆
剤
師
税
論
二
六
白
リ
"
も
:
、
'
ー
:
珪
子
認
，
:
、
h
H
μ
3
-
1
7
v
Z
6
耐
水
晶
μ
一ムハ
ア
ン
ド
レ
!
氏
は
資
本
の
汗
債
と
共
に
ヤ
コ
プ
並
に
シ
ュ
タ
イ
ン
の
所
謂
人
的
財
産
に
卦
し
で
も
之
を
評
債
し
て
牧
A
続
税
を
要
求
す
べ
し
と
す
る
。
印
.
各
種
の
給
料
生
活
者
に
卦
し
て
は
井
、
属
す
る
経
営
の
た。 大
小
に
従
っ
て
分
化
す
る
事
に
よ
り
て
‘
遁
常
な
る
規
範
牧
盆
を
見
出
す
こ
と
は
困
難
で
は
な
い
と
考
へ
此
規
範
牧
盆
は
事
賃
上
獲
得
せ
ら
る
λ
所
得
を
示
す
に
非
守
し
て
、
特
殊
の
器
用
、
不
器
用
.
臨
時
的
な
る
幸
、
不
幸
、
勤
勉
‘
怠
惰
等
を
顧
慮
す
る
こ
と
無
き
卒
均
的
労
務
提
供
に
困
る
牧
盆
を
割
出
し
た
る
も
の
で
あ
る
。新
く
て
ア
ン
ド
レ
l
氏
に
於
け
る
牧
盆
税
に
於
て
は
二
個
の
恨
本
方
式
|
|
弊
働
牧
盆
税
と
資
本
牧
盆
税
ー
ー
ー
を
生
宇
る
こ
と
L
な
る
。
今
日
資
本
は
以
前
よ
り
も
迅
速
に
而
し
て
頻
繁
に
其
投
下
方
式
を
愛
化
し
つ
h
あ
り
、
叉
資
本
は
労
働
力
と
共
に
課
税
の
基
礎
を
提
供
す
べ
き
も
の
と
考
ふ
る
が
故
に
此
牧
盆
税
制
度
は
現
代
資
本
主
義
時
代
に
確
か
に
遁
蛍
な
る
も
の
と
一
五
ふ
の
で
あ
る
。
資
本
所
有
者
の
客
観
的
欣
怨
殊
に
其
資
本
の
現
は
る
h
方
式
、
其
資
本
の
関
聯
す
る
場
所
、
印
ち
財
産
、
有
債
詮
券
叉
は
現
金
の
何
れ
に
関
聯
す
る
や
等
が
課
税
に
際
し
て
法
怠
せ
ら
れ
て
差
異
を
設
り
ら
る
』
事
に
因
り
て
課
税
は
資
本
投
下
方
式
の
幾
化
に
影
響
を
及
一
ほ
し
得
る
。
同
様
に
労
働
力
あ
る
者
の
生
産
過
程
に
於
け
る
朕
悠
|
|
-
此
は
其
職
業
並
に
橡
備
教
育
に
仰
り
て
定
ま
る
。
ー
ー
が
考
慮
せ
ら
れ
、
例
へ
ば
精
神
的
職
業
に
遁
せ
ざ
る
人
の
養
成
貨
を
般
用
す
る
が
如
き
こ
と
無
か
ら
し
め
ん
と
す
る
に
在
る
'yt
右
の
如
く
資
本
と
人
的
財
産
と
の
遁
蛍
な
る
詳
債
並
に
是
に
基
礎
を
置
く
所
の
税
率
・
の
決
定
に
依
一
り
て
。
資
本
と
持
働
力
と
を
園
民
経
済
上
最
も
有
殺
な
ら
し
む
る
を
得
る
。
客
健
税
の
古
き
方
式
は
現
A
1
の
経
済
後
展
段
階
に
は
不
通
告
で
あ
り
、
前
惑
の
意
義
に
於
て
牧
盆
税
を
再
興
改
造
す
る
事
が
必
要
で
あ
る
。
統
制
経
済
に
既
に
近
づ
き
つ
h
あ
る
経
済
方
式
に
取
り
て
は
経
清
的
自
由
主
義
時
代
に
遁
蛍
な
り
し
所
得
税
は
回
以
平
遁
品
川
回
な
る
も
の
で
は
な
い
。
斯
く
て
資
本
所
有
者
在
以
て
図
民
財
産
の
必
要
不
可
快
な
る
支
配
者
と
者
、
附
労
働
力
あ
る
者
を
岡
民
生
産
力
の
負
携
者
と
見
倣
し
、
資
本
所
有
者
と
努
働
力
あ
る
者
と
を
以
て
図
家
に
封
す
る
義
務
者
、
債
務
者
と
な
す
所
の
牧
盆
税
こ
そ
正
に
賂
来
の
租
税
制
度
で
あ
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
ア
ン
ド
V
1
氏
の
規
範
牧
益
課
税
論
一一六
